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平成21年

日本の宝島“天草”の創造を目ざして！日本の宝島“天草”の創造を目ざして！日本の宝島“天草”の創造を目ざして！

No.74

　４月５日、桜の花びらが舞い散る中、五和町二江の西三区で金比羅神

社祭が金比羅公園で開催されました。この祭は、毎年４月の第１日曜日

に開催され、区民総出でカラオケで歌ったり踊ったりしてたいへん賑わ

い、地域の交流の場となっています。この公園は高台にあり、二江の漁

村の町並みや対岸の島原半島や雲仙普賢岳が一望できます。

「桜の樹の下で花見を楽しむ“金比羅神社祭”」
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平成21年度 施策と予算
議会報告
消費者月間
介護支援ボランティア事業
本市出身・小山薫堂さん「天草市民栄誉賞を受賞」
宝島の話題
みんなの広場
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平
成
21
年
度

平
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年
度

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
４
９
４
億

６
、０
４
５
万
円
で
、
前
年
度
と
比

べ
る
と
７
１
６
万
円
の
減
少
で
、
ほ

ぼ
同
額
の
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
歳  

入
】

　

歳
入
は
、
市
税
や
使
用
料
・
手
数

料
な
ど
、
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き

る
「
自
主
財
源
」
と
、
地
方
交
付
税

や
国
・
県
の
支
出
金
、
国
や
金
融
機

関
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
市
債
な
ど

の
「
依
存
財
源
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
自
主
財
源
は
、
98

億
９
、８
５
６
万
円
で
、
歳
入
総
額

に
占
め
る
割
合
は
20
・
０
％
（
前
年

度
23
・
７
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
依
存
財
源
は
３
９
５
億
６
、

１
８
９
万
円
で
、
歳
入
総
額
に
占
め

る
割
合
は
80
・
０
％
（
同
76
・
３

％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
一
般
会
計
予
算
の
内
訳
は
下
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。

【
歳  

出
】

　

歳
出
は
、
使
わ
れ
る
お
金
の
目
的

に
よ
っ
て
、
民
生
費
や
総
務
費
な
ど

12
項
目
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
予
算
で
最
も
大
き
な
割

合
を
占
め
て
い
る
の
は
民
生
費（
27
・

５
％
）
で
す
。
民
生
費
と
は
、
お
年

寄
り
や
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る

福
祉
の
充
実
、
子
育
て
環
境
の
充
実

な
ど
に
使
わ
れ
る
費
用
で
す
。

　

こ
れ
に
続
い
て
、
公
債
費
、
総
務

費
、
衛
生
費
、
教
育
費
、
土
木
費
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
４
〜
９
ペ
ー
ジ
で
主
な
事

業
と
そ
の
予
算
額
を
６
つ
の
重
点
事

項
ご
と
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
に
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
と

区
分
し
て
会
計
処
理
を
す
る
た
め
に

設
置
す
る
も
の
で
、
そ
の
設
置
は
法

律
や
条
例
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
や
老

人
保
健
医
療
、
介
護
保
険
、
公
共
下

水
道
事
業
な
ど
17
の
特
別
会
計
を
設

け
て
い
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
額
は
上
表
の
と

お
り
で
す
。

　　

企
業
会
計
は
、
商
店
や
会
社
な
ど

の
民
間
企
業
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の

事
業
で
得
た
収
入
を
も
っ
て
支
出
を

す
る
独
立
採
算
制
の
会
計
で
、
地
方

公
営
企
業
法
に
よ
り
設
置
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
、
病
院
事
業
と
水
道
事

業
を
企
業
会
計
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
額
は
上
表
の
と

お
り
で
す
。

国民健康保険
老人保健医療
介 護 保 険
後期高齢者医療
公共下水道事業
特定環境保全公共下水道事業
農業集落排水事業
漁業集落排水事業
浄化槽市町村整備推進事業
簡易水道事業
国民健康保険診療施設
歯科診療所
埠 頭 事 業
斎 場 事 業
一町田財産区
新合財産区
富津財産区

145億6,600万円
１億7,933万円
91億2,076万円
12億　208万円
13億7,949万円
7億8,871万円
5,563万円

4億3,702万円
1億6,668万円
24億2,480万円
1億8,869万円
4,558万円
1,452万円

1億2,680万円
312万円
68万円
12万円

307億　　　2万円

6億2,595万円
▲13億9,492万円
3億4,183万円
▲1,518万円

▲4億5,033万円
2億4,480万円
▲798万円

▲5億9,047万円
▲2,037万円
3億1,950万円

445万円
▲34万円
▲10万円
1,512万円
▲8万円
▲5万円
▲3万円

▲9億2,820万円

4.5％
▲88.6％
3.9％
▲1.2％
▲24.6％
45.0％
▲12.5％
▲57.5％
▲10.9％
15.2％
2.4％
▲0.7％
▲0.7％
13.5％
▲2.5％
▲6.5％
▲20.1％
▲2.9％

37億1,259万円
37億1,259万円
1億6,188万円
3億1,632万円
14億8,664万円
14億5,817万円
7億3,629万円
14億9,762万円

1億9,379万円
1億9,379万円
▲8,919万円
▲8,487万円
▲3,039万円
▲3,375万円
2億9,019万円
2億1,824万円

5.5％
5.5％

▲35.5％
▲21.2％
▲2.0％
▲2.3％
65.0％
17.1％

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

特
別
会
計

特
別
会
計

企
業
会
計

企
業
会
計

□特別会計の予算額

□企業会計の予算額

病 院 事 業

水 道 事 業

一
般
会
計

一
般
会
計

※▲＝マイナス

※▲＝マイナス

平成21年度 前年度比較 増減率区　　　　分

平成21年度 前年度比較 増減率区　　　　分

合　　　　計

歳　入

歳　出

総額 494億6,045万円

分担金・負担金
6億5,760万円（1.3％）

使用料・手数料
7億2,852万円（1.5％）

その他
6億9,889万円
（1.4％）

繰入金
1億3,319万円（0.3％）

国庫支出金
43億261万円
（8.7％）

各種交付金
12億880万円
（2.4％）
地方譲与税
7億1,451万円
（1.4％）

総務費
71億4,866万円
（14.5％）

教育費
57億2,513万円
（11.6％）

消防費
18億5,610万円
（3.8％）

商工費
7億6,237万円
（1.5％）

議会費
2億6,540万円
（0.5％）

災害復旧費・
予備費
5,824万円
（0.1％）

□一般会計予算の内訳

市　税
76億8,036万円
（15.5％）

地方交付税
245億700万円（49.5％）

民生費
136億1,445万円（27.5％）

　　　    県支出金
       32億987万円
（6.5％）

          農林水産業費
27億9,529万円
   （5.7％）

　　  市  債
56億1,910万円
（11.4％）

       衛生費
59億2,314万円
   （12.0％）

　　　    県支出金
       32億987万円
（6.5％）

土木費
34億9,533万円
（7.1％）

          農林水産業費
27億9,529万円
   （5.7％）

　　  市  債
56億1,910万円
（11.4％）

       衛生費
59億2,314万円
   （12.0％）

    公債費
78億1,634万円
   （15.8％）

　

平
成
21
年
度
の
当
初
予
算
が
、
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し

た
。『
日
本
の
宝
島
〝
天
草
〞
の
創
造
』
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と

す
る
第
１
次
天
草
市
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進
に
向
け
て
、「
豊
か
な
産

業
づ
く
り
」
「
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
」
な
ど
６
つ
の
重
点
事
項
を
掲

げ
、
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
平
成
21
年
度
の
施
策
と
予
算
、
主
な
事
業
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。（
※
金
額
は
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
。
構
成
比
や
予
算
額
に

つ
い
て
は
千
円
単
位
で
の
取
り
扱
い
で
す
の
で
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
）。

　    自主財源
    （20.0％）
98億9,856万円

依存財源（80.0％）
　　　　　　　　　395億6,189万円



　

現
在
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
中

で
、
新
た
な
雇
用
を
創
出
す
る
大

き
な
柱
は
、
農
林
水
産
業
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
将
来
に
夢
を

持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
、
活

力
あ
る
天
草
市
を
築
い
て
い
く
た

め
、
農
林
水
産
業
を
は
じ
め
各
種

産
業
の
振
興
に
努
め
る
と
と
も

に
、
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
企
業

誘
致
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
優
れ
た
農

産
品
を
天
草
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
全

国
展
開
を
行
い
、
生
産
・
流
通
の

拡
大
を
図
る
一
方
、
多
品
目
の
農

産
物
は
地
産
地
消
を
推
進
し
、
消

費
拡
大
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

農
家
経
営
の
安
定
、
所
得
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

す
。
す
で
に
全
国
的
な
流
通
が
展

開
さ
れ
て
い
る
、
デ
コ
ポ
ン
を
は

じ
め
と
し
た
柑
橘
類
に
加
え
、
天

草
緑
竹
、
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
を
、
物

産
展
な
ど
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
を
行

い
、
市
場
の
開
拓
と
ブ
ラ
ン
ド
化

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、「
あ

ま
く
さ
型
地
産
地
消
推
進
事
業
」

に
よ
り
、
消
費
者
、
農
家
、
農
協

な
ど
に
よ
る
協
議
会
を
設
置
し
、

検
討
を
進
め
る
ほ
か
、
市
内
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に

し
た
農
業
体
験
や
料
理
体
験
な
ど

を
通
じ
て
、地
元
農
産
品
の
安
心
・

安
全
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
う

「
あ
ま
く
さ
型
地
産
地
消
体
験
活

動
推
進
事
業
」
を
新
た
に
実
施
し

ま
す
。

　

農
業
生
産
の
基
礎
と
な
る
基
盤

整
備
に
つ
い
て
は
、
ほ
場
整
備
を

計
画
的
に
実
施
す
る
ほ
か
、
施
設

園
芸
の
推
進
、
用
・
排
水
路

や
農
道
な
ど
の
維
持
管
理
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
農
作
物
に
甚
大
な

被
害
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
イ

ノ
シ
シ
の
対
策
に
つ
い
て

は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
報
償
金

と
防
護
柵
設
置
補
助
金
を
引

き
上
げ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

被
害
防
止
と
捕
獲
活
動
を
積

極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

都
市
と
農
村
の
交
流
に
つ

い
て
は
、
交
流
人
口
の
拡
大

に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
短

期
・
中
期
滞
在
型
の
体
験
ツ

ア
ー
を
実
施
す
る
ほ
か
、
空

き
家
バ
ン
ク
を
充
実
さ
せ
、

Ｕ
・Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
へ

の
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
水
資
源
の

か
ん
養
や
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど

の
公
益
的
機
能
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
林
業
経
営
者
の
生
産
や

販
売
の
安
定
に
寄
与
す
る
た
め
、

生
産
性
の
向
上
と
天
草
産
材
の
需

要
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
水
産
資

源
の
回
復
を
図
る
た
め
、
県
や
漁

協
と
連
携
し
、
マ
ダ
イ
、
ヒ
ラ
メ

な
ど
の
種
苗
放
流
を
推
進
し
、
資

源
管
理
に
よ
る
持
続
可
能
な
漁
業

の
推
進
に
努
め
る
ほ
か
、
魚
類
養

殖
業
で
は
、
漁
場
環
境
の
保
全
、

赤
潮
対
策
や
魚
病
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
本
市
の
産
業
振
興
の

起
爆
剤
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
マ
グ
ロ
養
殖
に
つ
い
て

も
、
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

水
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
国
の
「
漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画
」
に
基
づ
き
、
漁
港
整
備
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
高
潮
や
老

朽
化
な
ど
で
機
能
低
下
が
進
行
し

て
い
る
漁
港
海
岸
の
海
岸
保
全
施

設
の
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、ま
ず
は
、

雇
用
不
安
を
抱
え
て
い
る
市
民
の

皆
様
に
対
し
て
、
緊
急
雇
用
対
策

事
業
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
経
済
関
係
の
機
関
・

団
体
と
連
携
し
た
地
場
企
業
の
支

援
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
企
業

誘
致
に
、
な
お
一
層
取
り
組
み
、

雇
用
の
場
の
創
出
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
春
の
九
州
新

幹
線
全
線
開
業
を
見
据
え
、
沿
線

主
要
都
市
で
の
「
天
草
観
光
物
産

展
」
や
商
談
会
を
開
催
し
、
天
草

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
新
た
な
顧
客

の
確
保
、
販
路
開
拓
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の

場
の
創
出
な
ど
、
観
光
は
す
そ
野

の
広
い
総
合
産
業
で
あ
り
、
天
草

を
さ
ら
に
魅
力
あ
る
観
光
地
と
し

て
い
く
こ
と
は
、
き
わ
め
て
重
要

で
あ
り
ま
す
。

　

観
光
地
が
広
域
的
に
連
携
し
、

国
内
外
の
観
光
客
が
２
泊
３
日
以

上
滞
在
で
き
る
エ
リ
ア
の
整
備
と

形
成
を
目
ざ
し
、
昨
年
７
月
「
観

光
圏
整
備
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
が
、
天
草
市
で
は
、
天
草
地
域

と
雲
仙
・
島
原
地
域
を
観
光
圏
と

す
る
「
雲
仙
天
草
観
光
圏
整
備
計

画
」
を
関
係
市
町
で
策
定
し
、
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
天
草
の
魅
力
あ
る
観
光

資
源
を
広
く
紹
介
し
、
観
光
客
の

拡
大
を
図
る
た
め
、「
社
団
法
人

天
草
宝
島
観
光
協
会
」
と
連
携
を

取
り
、
戦
略
的
に
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
特

に
、
現
在
建
設
中
の
「
天
草
キ
リ

シ
タ
ン
館
」
は
、
文
化
施
設
と
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
面
で
も

中
核
と
な
る
施
設
で
あ
り
、
平
成

22
年
４
月
の
開
館
に
向
け
て
、Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
で
最
初

に
海
中
公
園
の
指
定
を
受

け
た「
牛
深
海
中
公
園
」は
、

本
市
の
重
要
な
観
光
資
源

で
す
。
運
行
休
止
と
な
っ

て
い
ま
す
、「
牛
深
海
中
公

園
」
の
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
運
行
再
開
へ

の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

平
成
23
年
春
の
九
州
新
幹

線
全
線
開
業
に
向
け
て
、

鹿
児
島
か
ら
牛
深
地
域
へ

の
交
通
ア
ク
セ
ス
連
携
の

調
査
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

住
み
よ
い
環
境
、
健
康
で
生
き

が
い
を
持
ち
、
ゆ
と
り
と
潤
い
の

あ
る
生
活
、
私
た
ち
が
心
豊
か
に

生
活
す
る
う
え
で
基
本
と
な
る
、

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
施
策
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
公
共
交
通
対
策
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
皆
様
の
生
活
、
福

祉
向
上
の
た
め
、
利
便
性
の
高
い

公
共
交
通
機
関
の
確
保
や
整
備
が

必
要
で
す
。中
で
も
路
線
バ
ス
は
、

年
々
利
用
者
が
減
少
し
、
市
の
負

担
も
増
加
し
て
い
る
状
況
か
ら
、

平
成
20
年
度
に
天
草
市
地
域
公
共

交
通
連
携
協
議
会
を
設
置
し
、
再

編
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
に
基
づ
き
、
平
成
21
年
度
か

ら
３
年
間
で
再
編
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
が
、
市
民
の
交
通
手
段

と
し
て
、
利
便
性
の
高
い
公
共
交

通
の
維
持
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、窓
口
・

徴
収
業
務
な
ど
を
民
間
に
委
託

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
な

が
ら
、
水
道
事
業
の
経
営
効
率
化

を
図
り
ま
す
。
水
道
施
設
な
ど
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
上
質

な
水
の
安
定
的
供
給
を
図
る
た

め
、
計
画
的
な
施
設
の
更
新
と
、

水
道
未
普
及
地
域
の
解
消
に
向
け

た
計
画
的
な
事
業
着
手
、
早
期
完

　

第
１
回
市
議
会
定
例
会
の
冒
頭
で
、
安
田
市
長
が
平
成
21
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明

し
ま
し
た
。
今
回
、
施
政
方
針
の
概
要
を
６
つ
の
重
点
事
項
ご
と
に
分
け
て
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
、
併
せ
て
主
な
事
業
と
そ
の
予
算
額
に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
※
金
額
は
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
）

平
成
21
年
度
の

 
施
策
と
主
な
事
業
を
紹
介
！

平
成
21
年
度
の

 
施
策
と
主
な
事
業
を
紹
介
！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,095万円

・・・・480万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・344万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・150万円

●有害鳥獣捕獲対策事業（鳥獣による農林生産物被害などの
防止のため、捕獲報償金、箱わな購入や防護柵設置費用の
補助等を行う）

●マグロ稚魚（ヨコワ）採取試験操業事業（マグロ養殖の種
苗供給のため、ヨコワ採取の試験操業を実施する）

●天草ブランド策定事業（「天草観光物産展」や「天草ブラ
ンド商談会」の開催、並びに天草産商品のＰＲを行う）

●あまくさ型地産地消推進事業（農産物などを地産地消の観
点で推進するための、あまくさ型地産地消推進協議会〔仮
称〕の運営費を助成する）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４億4,300万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,661万円

・・・・・・・・・・441万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・351万円

●本渡中央北地区まちづくり交付金事業（天
草ほんどの観光拠点地域として、天草キリ
シタン館などの施設と連携する公園や街路
等を一体的に整備し魅力の向上を図るとと
もに、観光ボランティアの育成、歴史や文
化伝統を学び発信する観光拠点を創造する
ことにより交流人口を増加させ、地域の活
性化を図る）
●ふれあいランドスポーツ振興事業（ふれあ
いランド〔新和〕などをスポーツ合宿用に
改修し、合宿の誘致の拠点として活用し、
地域コミュニティの振興と交流人口による
地域活性化を図る）
●出水～天草間交通アクセス調査事業（九州
新幹線全線開業に備えて、天草への観光客
の増加を図るため、交通アクセスや観光ル
ート開発に向けた調査を実施する）
●「宝の海・夕陽」日本一づくり事業（牛
深・天草・河浦において、天草を代表とす
る美しい｢夕陽｣の景観づくりに取り組むた
め、計画づくりワークショップを開催し事業
全体の計画を策定する）

▲神戸空港で実施した天草観光物産展

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

2

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

3

豊
か
な
産
業
づ
く
り

1
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成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
牛
深
・

河
浦
地
域
へ
の
水
の
安
定
供
給
の

た
め
、
路
木
ダ
ム
建
設
を
な
お
一

層
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
10
月
を
め
ど

に
、
水
道
料
金
体
系
の
統
一
や
改

定
を
行
い
、
負
担
の
公
平
性
の
確

保
と
水
道
財
政
の
健
全
化
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
新
和

雇
用
促
進
住
宅
を
購
入
し
、
市
営

住
宅
と
し
て
、
引
き
続
き
住
宅
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
地
震
に
よ
る
建
築
物
の
揺
れ

や
す
さ
を
紹
介
す
る
、
地
域
地
震

防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
防
災
意

識
の
普
及
・
啓
発
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

消
費
生
活
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
商
品
購
入
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
や
多
重
債
務
な
ど
、
消
費
生
活

問
題
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
相

談
員
を
増
員
し
て
相
談
業
務
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
各
種
啓
発
活

動
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

人
間
の
幸
せ
の
原
点
は
健
康
に

あ
り
ま
す
。
健
康
に
対
す
る
自
己

決
定
力
を
高
め
、
個
人
の
健
康
の

保
持
・
増
進
に
取
り
組
み
や
す
い

地
域
社
会
を
形
成
し
て
い
く
と
い

う
、
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

考
え
方
に
基
づ
き
策
定
し
た
「
天

草
市
健
康
増
進
計
画
」
や
「
天
草

市
食
育
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

保
健
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
に
着
目
し
た
『
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
』
に
つ
い
て
は
、

受
診
者
数
の
拡
大
に
努
め
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
、
し
い
て
は
、
医

療
費
の
節
減
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
妊
婦

健
康
診
査
の
健
診
費
用
の
補
助
回

数
を
５
回
か
ら
14
回
に
増
や
し
、

妊
娠
・
出
産
に
か
か
る
経
済
的
負

担
の
軽
減
と
、
母
子
の
健
康
保
持

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
あ
ら

た
に
、
乳
幼
児
や
小
・
中
学
生
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
補

助
を
行
い
、
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
と
重
症
化
や
ま
ん
延
の

防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
が
世
界
的
に
危
ぐ
さ
れ
る

中
、
平
成
20
年
度
、「
天
草
市
健

康
危
機
管
理
対
策
本
部
」
を
設
置

し
、「
天
草
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
行
動
計
画

を
基
に
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を

作
成
し
、
市
民
の
安
全
･
安
心
を

守
る
た
め
、
県
や
関
係
機
関
と
十

分
に
連
携
を
図
り
、
よ
り
効
果
的

な
対
応
が
取
れ
る
よ
う
、
体
制
を

整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、「
市

民
が
必
要
と
す
る
医
療
を
提
供

し
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
・

診
療
所
を
目
ざ
す
」
こ
と
を
基
本

理
念
と
す
る
「
市
立
病
院
改
革
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
病
院
事
業
の

経
営
形
態
を
、
地
方
公
営
企
業
法

の
全
部
適
用
へ
移
行
す
る
た
め
の

体
制
作
り
を
行
う
と
と
も
に
、
医

師
の
確
保
対
策
の
強
化
、
経
営
健

全
化
の
た
め
の
収
益
の
確
保
と
経

費
節
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

福
祉
に
つ
い
て
は
、「
天
草

市
地
域
福
祉
計
画
」
や
「
天
草

市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
に
基

づ
き
、
市
民
・
社
会
福
祉
協
議

会
・
行
政
の
連
携
に
よ
る
「
地

域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

を
さ
ら
に
推
進
し
、
地
域
住
民

が
お
互
い
に
地
域
で
支
え
あ

う
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
活
動

の
実
践
や
基
盤
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

は
、「
天
草
市
障
が
い
者
福
祉

計
画
」
の
見
直
し
を
行
い
、
障

が
い
を
持
つ
人
が
地
域
の
中
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
更

な
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
健
康
で
安
心

し
て
在
宅
生
活
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
や
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ

ー
の
利
活
用
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
介
護
予
防
事
業
や
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
外
出
の
機
会
が
少
な
い

人
を
対
象
に
、
外
出
支
援
事
業
を

は
じ
め
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
・
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど

を
推
進
す
る
ほ
か
、
あ
ら
た
に
高

齢
者
の
方
み
ず
か
ら
が
、
介
護
保

険
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
う
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
」
を
創
設
し
、
地
域
貢

献
活
動
を
通
じ
て
、
自
身
の
介
護

予
防
と
生
き
が
い
づ
く
り
、
社
会

参
加
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
平

成
20
年
度
に
実
施
し
た
子
育
て
支

援
の
た
め
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
基

に
、「
天
草
市
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画　

後
期
計
画
」
を
策
定

し
、
子
ど
も
が
、
心
身
と
も
に
健

や
か
に
育
つ
た
め
の
環
境
整
備
を

推
進
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
や
子
育
て
家
庭
の
支
援
な
ど
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
自
主
防
災

組
織
の
育
成
支
援
や
消
防
関
係
資

機
材
の
整
備
、
防
火
水
槽
の
設
置

を
進
め
、
地
域
消
防
力
の
維
持
に

努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け

る
災
害
へ
の
備
え
の
強
化
や
災
害

時
の
避
難
な
ど
、
自
主
的
な
行
動

を
支
援
す
る
た
め
、
市
内
各
地
域

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
・
配

布
し
、
被
害
の
軽
減
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

芸
術
や
文
化
は
、
私
た
ち
の
心

を
豊
か
に
し
、
ゆ
と
り
と
潤
い
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。「
文
化
の
薫

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
文

化
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
文

化
振
興
計
画
」
や
「
全
島
博
物
館

構
想
計
画
」
に
基
づ
き
、
自
主
的

で
多
様
な
文
化
活
動
が
行
わ
れ
る

よ
う
環
境
整
備
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
遺
産
登
録
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
・
団
体

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、﨑
津
教

会
や
大
江
教
会
、
そ
の
周
辺
集
落

の
重
要
文
化
的
景
観
選
定
へ
の
申

し
出
を
行
い
、
登
録
の
実
現
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
の
基
本
は
、〝
人

づ
く
り
〞
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
地
域

の
将
来
を
見
据
え
、
自
分
た
ち
の

地
域
は
み
ず
か
ら
が
つ
く
る
」
と

い
う
郷
土
意
識
を
持
ち
、
主
体
的

に
地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
、
本
市
の
振

興
・
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
と
「
地

区
振
興
会
」
が
各
地
域
に
設
立
さ

れ
て
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
各
地

域
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
、
住
民
主
体
の

地
域
づ
く
り
活
動
が
全
市
的
に
浸

透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

さ
ら
な
る
住
民
自
治
の
組
織
強
化

を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
視
察
研

修
の
実
施
や
地
域
づ
く
り
講
演
会

な
ど
を
開
催
し
、
地
域
を
担
う
リ

ー
ダ
ー
の
養
成
・
確
保
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
づ
く
り
担
当
職
員

は
研
修
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
地

域
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
の

資
質
向
上
に
努
め
、
地
域
づ
く
り

活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

自
治
組
織
と
行
政
と
が
手
を
携

え
て
、
地
域
の
課
題
解
決
に
あ
た

る
と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
に
対

す
る
行
政
と
し
て
の
支
援
の
あ
り

方
を
模
索
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
「
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
つ
い
て
は
、「
天
草
市

男
女
共
同
参
画
計
画
」
に
基

づ
き
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
や
市
の
審
議
会
な
ど
に
お

け
る
女
性
委
員
の
登
用
な
ど

に
努
め
る
と
と
も
に
、市
民
・

事
業
所
な
ど
の
理
解
を
よ
り

深
め
る
た
め
各
種
啓
発
事
業

を
展
開
し
、
す
べ
て
の
人
が

共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
に
つ
い
て
は
、
事
務

の
管
理
や
執
行
状
況
の
点
検

評
価
を
行
い
、
教
育
委
員
会

の
責
任
体
制
の
明
確
化
と
教

育
に
お
け
る
地
方
分
権
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
懇
談
会
な
ど
を
通

し
て
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
皆

様
の
意
向
を
、
な
お
一
層
教
育
行

政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
信
頼

さ
れ
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に

今
後
と
も
取
り
組
む
と
と
も
に
、

学
校
訪
問
指
導
の
計
画
的
な
実
施

や
、
研
究
指
定
校
と
し
て
の
研
究

成
果
の
全
学
校
へ
の
普
及
な
ど
に

よ
り
、
学
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
指
導
補
助
教
員
や

学
校
司
書
を
増
員
し
て
配
置
す
る

こ
と
に
よ
り
、
き
め
細
や
か
な
指

導
の
充
実
、
児
童
・
生
徒
の
読
書

活
動
の
推
進
を
さ
ら
に
図
っ
て
い

き
ま
す
。
い
じ
め
や
不
登
校
問
題

に
対
し
て
は
、
い
じ
め
・
不
登
校

対
策
会
議
を
中
心
と
し
た
取
り
組

み
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
ス

・・・・・・・・・・・・・4,313万円

・・・・・3,906万円

・・1,264万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・300万円

●防犯灯維持整備事業（通学路や地域住民の生活安全の確保
のため、防犯灯の整備・維持管理に努める）

●共聴施設整備事業（地上デジタル放送への移行に伴い難視
聴地域の解消を図るため、共同受信施設の整備を行う共聴
組合に対し、整備に係る費用の一部を助成する）

●緊急通報体制整備事業（一人暮らしの高齢者などの自宅と
消防署を直結し、24時間体制で緊急時に対応する）

●地域福祉ネットワーク事業（小地域を単位として、各関係
機関・行政機関と連携を図り、地域住民による自主的な活
動やネットワークづくりを推進する)

▲天草の素材を生かした家庭料理の試食会を実施

・・・・・・・・・・・19億5,262万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億1,152万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9,955万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,738万円

●新本渡中学校建設事業（本渡中学校・佐伊津中学校・本町中
学校を統廃合し、新本渡中学校を建設する）
●スクールバス運行事業（小・中学校の統廃合により、遠距離
となった児童・生徒の通学手段を確保するため運行する）

●体育施設等整備事業（本渡運動公園陸上競技場のトラックや
フィールド内の整備改修を行う）
●地域自立コミュニティ活動支援事業（旧市町単位の行事、地
区振興会が行う地域行事などの推進のため、まちづくり協議
会に補助金を交付する)

▲生活習慣病の予防を目的とした
　　　　　　　　　　　　健康運動教室を実施

地
域
を
担
う
人
づ
く
り
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ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
教
育
相

談
員
に
よ
る
適
切
な
指
導
や
支
援

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
規
模
の
適
正
化
に
つ
い
て

は
、「
天
草
市
学
校
規
模
適
正
化

推
進
計
画
（
仮
称
）」
を
策
定
し
、

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
保
護
者
や

地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
学
校

の
適
正
配
置
を
進
め
る
こ
と
で
、

教
育
効
果
の
向
上
と
教
育
環
境
の

整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
有
明
地
区
の
赤
﨑
小
学

校
と
浦
和
小
学
校
を
こ
の
４
月
に

統
合
す
る
ほ
か
、
本
渡
地
区
の
３

中
学
校
を
統
合
し
て
新
設
す
る
本

渡
中
学
校
は
、
平
成
22
年
4
月
の

開
校
に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成

21
年
度
で
耐
震
診
断
を
終
え
、
耐

震
化
対
策
や
安
全
の
た
め
の
環
境

整
備
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、「
生

涯
学
習
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

市
民
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

自
由
に
、
多
様
な
学
習
機
会
の
中

か
ら
、
選
択
し
て
学
べ
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

公
民
館
事
業
に
つ
い
て
は
、
各

種
講
演
会
な
ど
を
開
催
す
る
な

ど
、
学
習
機
会
の
拡
充
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
」
に
基
づ

き
、
市
民
が
主
体
的
に
ス
ポ
ー
ツ

に
関
わ
り
、
心
身
の
健
全
な
発
達

と
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
、「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
の
設
立
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
第
25
回
記
念
大
会
と

な
る
天
草
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

大
会
は
、
内
容
を
充
実
し
、
市
民

の
皆
様
に
さ
ら
に
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

九
州
西
岸
地
域
の
交
流
拠
点
都

市
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
た

め
に
は
、
陸
・
海
・
空
に
お
け
る

交
通
体
系
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ

り
、
ま
た
、
広
大
な
市
域
を
誇
る

本
市
の
一
体
性
を
高
め
る
た
め
に

は
、
道
路
や
情
報
通
信
網
な
ど
の

社
会
基
盤
の
整
備
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
春
に
九
州
新
幹
線
が

全
線
開
業
し
ま
す
が
、
新
た
な
人

の
流
れ
を
天
草
に
呼
び
込
む
た
め

に
も
、
熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
重

要
性
が
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

き
ま
す
。
現
在
、
熊
本
宇
土
道
路

や
新
天
門
橋
を
含
む
大
矢
野
バ
イ

パ
ス
が
事
業
着
手
さ
れ
て
お
り
、

本
渡
区
間
に
つ
い
て
も
、
第
二
天

草
瀬
戸
大
橋
を
含
む
ル
ー
ト
の
検

討
や
環
境
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
早
期
事
業
着
手
に
向

け
て
、
関
係
機
関
に
引
き
続
き
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

天
草
地
域
の
振
興
･
発
展
と
、

九
州
西
岸
地
域
の
交
流
拠
点
都
市

と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め

に
は
、
島
原
・
天
草
・
長
島
連

絡
道
路
な
ど
の
整
備
促
進
は
、

切
り
離
せ
な
い
課
題
で
あ
り
ま

す
。「
島
原
・
天
草
・
長
島
架

橋
建
設
促
進
期
成
会
」
の
事
務

局
と
し
て
関
係
機
関
と
連
携

し
、
国
な
ど
へ
の
要
望
活
動
な

ど
を
積
極
的
に
行
い
、
早
期
実

現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

管
内
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

は
、
下
田
南
バ
イ
パ
ス
や
御
所

浦
架
橋
な
ど
国
・
県
道
の
整
備

促
進
を
は
じ
め
、
日
常
生
活
を

支
援
す
る
生
活
関
連
道
路
の
改

良
や
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
の
維
持

補
修
に
取
り
組
み
、
住
民
生
活

の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

海
上
交
通
に
つ
い
て
は
、「
御

所
浦
･
水
俣
航
路
」
の
維
持
対
策

を
引
き
続
き
支
援
す
る
と
と
も

に
、「
倉
岳
―
御
所
浦
間
み
な
と

振
興
交
流
事
業
」
に
よ
り
、
棚
底

港
の
浮
桟
橋
の
新
設
や
駐
車
場
、

待
合
所
、臨
港
道
路
な
ど
を
整
備
・

改
修
す
る
な
ど
、
利
便
性
の
向
上

と
港
の
賑
わ
い
を
目
ざ
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。「
本
渡
・
熊

本
航
路
」
は
、
こ
の
３
月
で
高
速

船
マ
リ
ン
ビ
ュ
ー
が
撤
退
し
、「
本

渡
･
三
角
航
路
」
が
新
た
に
運
行

さ
れ
て
お
り
、市
と
し
ま
し
て
も
、

多
く
の
人
に
ご
利
用
い
た
だ
く
よ

う
、Ｐ
Ｒ
な
ど
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

は
、
天
草
地
域
の
振
興
や
都
市
圏

と
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
公
共
交
通
機
関

で
あ
り
、
よ
り
安
全
で
安
心
な
運

航
を
維
持
す
る
た
め
、
平
成
19
年

度
か
ら
、
プ
ロ
ペ
ラ
整
備
な
ど
の

重
整
備
費
用
を
、
熊
本
県
と
地
元

市
町
で
協
調
し
て
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
機
体
、

機
材
の
経
年
劣
化
な
ど
に
よ
る
整

備
費
が
、
年
々
増
え
続
け
て
い
る

こ
と
か
ら
、
重
整
備
費
用
に
加
え

て
、通
常
整
備
費
用
に
対
し
て
も
、

平
成
21
年
度
か
ら
新
た
に
支
援
な

ど
を
行
い
、
さ
ら
に
、
突
発
的
な

整
備
の
発
生
や
運
営
資
金
不
足
へ

対
応
す
る
た
め
、
本
市
独
自
で
貸

付
金
を
創
出
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
結

ぶ
高
速
通
信
網
の
整
備
が
、
御
所

浦
ま
で
の
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
敷
設

工
事
を
除
き
、
本
年
３
月
末
ま
で

に
完
成
し
、
ま
た
、
各
種
電
算
シ

ス
テ
ム
も
、
民
間
委
託
か
ら
天
草

市
独
自
シ
ス
テ
ム
へ
の
開
発
移
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
活

用
し
て
、
今
後
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

な
お
一
層
の
向
上
を
は
じ
め
、
教

育
の
充
実
、地
域
活
動
の
活
性
化
、

行
政
事
務
の
効
率
化
な
ど
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
天
草
W
e
b（
ウ
ェ
ブ
）

の
駅
・
情
報
タ
ワ
ー
」
の
構
築
が
、

平
成
21
年
度
に
完
成
し
ま
す
の

で
、
さ
ら
に
会
員
を
募
集
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
を
活

用
し
た
地
域
情
報
な
ど
の
発
信
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、昨
年
７
月「
低

炭
素
社
会
づ
く
り
行
動
計
画
」
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
多

く
の
環
境
問
題
の
中
で
も
、
地
球

規
模
の
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
地

球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
一
つ
で
あ
る
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
が
少
な
い
産
業

･
生
活
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
、国
が
取
り
組
む
事
業
、

地
方
と
し
て
取
り
組
む
事
業
な
ど

が
行
動
計
画
と
し
て
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
に
策
定
し
た
「
天

草
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

は
、
ま
さ
に
地
球
温
暖
化
防
止
や

資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
ざ

し
た
行
動
計
画
で
あ
り
、
一
般
家

庭
の
生
ゴ
ミ
分
別
収
集
の
モ
デ
ル

事
業
、
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
る
Ｂ
Ｄ
Ｆ
燃
料
を
民
間
企
業
に

提
供
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
、

さ
ら
に
環
境
フ
ェ
ア
の
開
催
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
は
、
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
の
主
要
施
策
で
あ
る

「
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
」
の
建

設
に
向
け
、
建
設
費
用
と
将
来
的

な
財
政
負
担
、
環
境
負
荷
な
ど
を

考
慮
し
、
施
設
規
模
、
建
設
用
地

な
ど
の
最
終
的
な
市
の
方
針
の
確

立
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
生
ゴ
ミ
回
収

量
の
予
測
や
、
生
ゴ
ミ
分
別
収
集

に
お
け
る
各
家
庭
に
お
い
て
の
課

題
、
収
集
体
制
で
の
課
題
な
ど
を

検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
本
市
人
口
の
約
10
分
の
1
を

抱
え
る
五
和
町
全
域
で
、
生
ゴ
ミ

分
別
収
集
の
モ
デ
ル
事

業
を
実
施
し
、
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
意
識

啓
発
、
今
後
全
市
的
に

取
り
組
む
に
あ
た
っ
て

の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解

決
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
補
助

に
つ
い
て
も
、
国
の
普

及
促
進
と
歩
調
を
合
わ

せ
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

天
草
市
新
火
葬
場
に

つ
い
て
は
、
関
係
地
域

住
民
の
皆
様
方
の
ご
理

解
を
得
な
が
ら
建
設
に

向
け
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

下
水
道
や
浄
化
槽
な
ど
の
生
活

排
水
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
快

適
な
生
活
環
境
を
確
保
し
、
あ
わ

せ
て
、
海
や
河
川
の
水
質
保
全
を

図
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
社
会
基
盤
で
あ
り
、
天
草
市
生

活
排
水
処
理
施
設
整
備
構
想
の
見

直
し
を
行
い
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
景
観
や
歴
史
的
･

文
化
的
な
景
観
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
潤
い
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
人
々
を
ひ
き
つ
け
る

魅
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
昨
年
12
月
か
ら
景
観

法
に
基
づ
く
景
観
行
政
団
体
に
移

行
し
、
あ
わ
せ
て
「
天
草
市
景
観

条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。「
日

本
の
宝
島〝
天
草
〞景
観
か
ら
の
島

づ
く
り
」
を
景
観
形
成
の
テ
ー
マ

に
掲
げ
、市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、

豊
か
な
自
然
景
観
を
守
り
、
誇
り

あ
る
文
化
的
景
観
を
育
み
、
風
格

あ
る
都
市
景
観
を
築
き
上
げ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3億7,160万円

・・・・・・・・・・・・2億5,000万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億3,000万円

・・・・・・・・・・6,550万円

●市道改良（単独）事業（大規模、小規模、災害防除の単
独工事）

●天草エアライン機材整備費等緊急対策貸付金（緊急的
に発生する機材不都合に伴う整備費用に対する貸付や
運営資金に対する貸付を行うことで、安全・安心な運
航を確保し、天草地域の振興を図る）

●浄南小松原線道路改良事業（老朽化の進んでいる昭和
橋の架け替えを行う）

●携帯電話等エリア整備事業（地理的な条件や採算面か
ら民間通信事業者の参加が難しい携帯電話不感地帯の
整備を行い、情報通信格差の解消を図る)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億1,756万円

・・・・・・・・3,200万円

・・・・・・・・・・・・・・・1,040万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・900万円

●浄化槽設置事業補助金（生活排水による水質汚濁防止
を図るため浄化槽の設置を推進し、設置費用の一部に
対し補助を行う。）
●生ゴミ分別モデル事業（バイオマスセンター稼働時に
生ゴミ分別収集の市内全域への円滑な移行を図るた
め、五和町全域を対象にモデル事業を実施し、分別や
収集運搬などの課題・問題点を把握する）
●バイオマスタウン事業（生ゴミなどのバイオマス資源
を有効活用するために「天草市バイオマスタウン構
想」に基づき、その実現に取り組む）
●住宅用太陽光発電システム設置費補助金（住宅用太陽
光発電システムの設置費用の一部を補助し、新エネル
ギー導入の促進を図る)

環
境
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

6
機
能
的
な
社
会
基
盤
づ
く
り

5

▲天草の地域振興や都市圏とつなぐ
　　　  架け橋となる天草エアライン

▲平成22年４月に開校予定の
　　　　新・本渡中学校（イメージ図）

り
ょ
う

さ
ん
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▼
天
草
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

│
│
統
計
法
の
全
部
改
正
及
び
統
計

報
告
調
整
法
の
廃
止
に
伴
う
も
の
。

▼
天
草
市
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
│
│

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
報
酬
の
額

の
新
設
な
ど
を
行
う
も
の
。

▼
天
草
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
│
│
医
師
の
初
任
給
調
整
手

当
の
額
の
上
限
を
改
め
る
も
の
。

▼
天
草
市
長
及
び
副
市
長
政
治
倫
理
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
│
│
清
浄
で
民

主
的
な
市
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
た

め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

▼
天
草
市
出
張
所
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

│
│
出
張
所
の
位
置
を
変
更
す
る
も

の
。

▼
市
立
病
院
等
の
経
営
の
在
り
方
等
に

関
す
る
審
議
会
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
│
│
審
議
会
の

設
置
目
的
が
達
せ
ら
れ
た
た
め
、
条

例
を
廃
止
す
る
も
の
。

▼
天
草
市
市
民
憲
章
等
審
議
会
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

│
│
同
。

▼
天
草
市
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
│
│
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
新
設
、
移
転
な
ど

を
行
う
も
の
。

▼
天
草
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
│
│

介
護
保
険
の
保
険
料
率
を
改
定
す
る

も
の
。

▼
天
草
市
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時

特
例
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

│
│
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特

別
交
付
金
の
交
付
に
伴
い
、
基
金
を

設
置
す
る
も
の
。

▼
天
草
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
│
│
印
鑑
登
録
及

び
登
録
事
項
の
変
更
を
行
う
際
の
市

民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
も
の
。

▼
天
草
市
設
置
に
よ
る
倉
岳
町
産
業
後

継
者
等
定
住
促
進
に
関
す
る
条
例
の

失
効
に
伴
う
経
過
措
置
を
定
め
る
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
│
│
産
業
後
継
者
等
定
住
促
進
助

成
金
の
交
付
が
完
了
す
る
た
め
、
条

例
を
廃
止
す
る
も
の
。

▼
倉
岳
町
産
業
後
継
者
等
定
住
促
進
対

策
事
業
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
│
│
基
金
の
設
置

目
的
で
あ
る
事
業
が
完
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

▼
天
草
市
大
江
シ
ル
バ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
│
│
条
文

の
整
備
を
行
う
も
の
。

▼
天
草
市
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
│
│
同
。

▼
天
草
市
漁
村
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

│
│
同
。

▼
天
草
市
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事

業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
│
│
自
治

公
民
館
を
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進

事
業
の
対
象
と
な
る
建
物
と
す
る
こ

と
な
ど
に
伴
う
も
の
。

▼
天
草
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
│
│
公

民
館
の
新
設
な
ど
に
伴
う
も
の
。

▼
天
草
市
体
育
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
│
│
小

学
校
の
統
合
に
よ
り
廃
校
と
な
る
赤

﨑
小
学
校
の
体
育
館
を
社
会
体
育
施

設
と
す
る
も
の
。

▼
天
草
市
運
動
広
場
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
│
│

同
赤
﨑
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
社

会
体
育
施
設
と
す
る
も
の
。

▼
天
草
市
社
会
体
育
夜
間
照
明
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
│
│
大
浦
グ
ラ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
を
廃
止
す
る
も
の
。

▼
天
草
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
│
│
水
道
事
業
に
係

る
給
水
人
口
や
給
水
区
域
の
見
直
し

に
伴
う
も
の
。

▼
天
草
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

│
│
水
道
事
業
に
係
る
給
水
区
域
の

拡
張
に
伴
う
も
の
。

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
│
│

栖
本
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

の
指
定
取
消
し
に
伴
い
、
新
た
に
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
。

▼
公
有
水
面
埋
立
免
許
に
関
す
る
意
見

を
述
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
（
２
件
）

│
│
市
道
立
大
多
尾
樫
浦
線
の
改
良

工
事
に
伴
う
も
の
。

▼
公
有
水
面
埋
立
免
許
に
関
す
る
意
見

を
述
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
│
│
国
道

３
２
４
号
の
改
良
工
事
に
伴
う
も
の
。

▼
市
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
に
つ
い

て
│
│
17
路
線
を
廃
止
し
20
路
線
を

認
定
す
る
も
の
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
４
件
）│
│
本
渡
中
学
校
校
舎
建
設

（
Ａ
〜
Ｃ
工
区
建
築
）、同
校
体
育
館
・

武
道
場
棟
建
設
（
建
築
）
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て
、
地
盤
改
良
工
事
に

係
る
工
事
費
の
増
額
に
伴
い
、
契
約

金
額
を
増
額
す
る
も
の
。

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）│
│
国
の
経
済
対

策
等
や
各
事
業
費
が
確
定
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
の
予
算

総
額
に
38
億
９
、５
９
３
万
９
千
円

を
増
額
し
、
５
５
５
億
４
、
７
３
０

万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
・

第
３
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
漁
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
浄
化
槽
市
町
村

整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
国
民
健
康
保
険

診
療
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
一
般
会
計
予
算

│
│
歳
入
歳
出
の
予
算
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
４
９
４
億
６
、０
４
４
万
５
千

円
と
定
め
る
も
の
（
平
成
21
年
度
予

算
の
詳
細
に
つ
い
て
は
２
ペ
ー
ジ
〜

９
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）。

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
老
人
保
健
医
療

特
別
会
計
予
算

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
予
算

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
漁
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
予
算

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
浄
化
槽
市
町
村

整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
国
民
健
康
保
険

診
療
施
設
特
別
会
計
予
算

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
歯
科
診
療
所
特

別
会
計
予
算

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
埠
頭
事
業
特
別

会
計
予
算

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
斎
場
事
業
特
別

会
計
予
算

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
一
町
田
財
産
区

特
別
会
計
予
算

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
新
合
財
産
区
特

別
会
計
予
算

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
富
津
財
産
区
特

別
会
計
予
算

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
病
院
事
業
会
計

予
算

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
水
道
事
業
会
計

予
算

▼
天
草
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
│
│
清
浄
で
民
主
的

な
市
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
（
３
件
）│
│
委
員

に
次
の
皆
さ
ん
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
。
赤
石
一
馬
氏
（
浜
崎
町
12
番

33
）、
高
濱
み
つ
子
氏
（
有
明
町
下

津
浦
１
７
１
２
番
地
）、
松
本
直
人

氏
（
牛
深
町
１
０
８
４
番
地
）。

※

詳
し
い
こ
と
は
、
本
庁
・
総
務
課
総

務
法
制
係
☎
㉓
１
１
１
１
内
線
１
２

１
４
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど

 

　 
　
　  

　
　
　
68
議
案
を
議
決

　

平
成
21
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
３
月
２
日
か
ら
22
日
間
の
日
程
で
開

か
れ
、
天
草
市
長
及
び
副
市
長
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
や
歳
入
歳
出
の
予
算

総
額
４
９
４
億
６
、０
４
４
万
５
千
円
と
す
る
平
成
21
年
度
天
草
市
一
般
会
計

予
算
な
ど
68
議
案
が
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
、
同
23
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
21
年 

第
１
回
市
議
会
定
例
会

議
員
提
出

可
決
さ
れ
た
議
案

同
意
さ
れ
た
議
案



　

別
名
『
呼
び
出
し
商
法
』。
こ

の
手
口
で
は
、
ま
ず
電
話
や
ハ
ガ

キ
で
「
あ
な
た
は
特
別
会
員
に
選

ば
れ
ま
し
た
」「
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
景
品
が
当
た
り
ま
し

た
」「
会
っ
て
詳
し
い
話
が
し
た

い
」
な
ど
と
言
っ
て
喫
茶
店
や
営

業
所
に
呼
び
出
し
ま
す
。
電
話
の

段
階
で
は
、
販
売
目
的
で
あ
る
こ

と
は
隠
し
た
ま
ま
で
出
か
け
て
行

く
と
、〝
案
内
と
は
何
の
関
係
も

な
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
の

話
に
な
る
〞と
い
う
も
の
で
す
。

　

内
容
は
海
外
旅
行
に
安
く
行
く

こ
と
が
で
き
る
会
員
契
約
や
、
英

会
話
の
通
信
教
育
契
約
な
ど
が
多

く
、
主
に
若
者
が
狙
わ
れ
や
す
い

こ
と
も
特
徴
の
一
つ
。

　

長
時
間
説
明
す
る
こ
と
で
、
契

約
し
な
い
と
帰
れ
な
い
雰
囲
気
を

作
る
な
ど
、
心
理
的
に
追
い
込
ま

れ
、
契
約
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
場

合
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

　
「
あ
な
た
だ
け
特
別
で
す
…
」

こ
の
言
葉
に
絶
対
に
乗
ら
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で
呼

び
出
さ
れ
る
と
き
、
相
手
は
「
無

料
な
ん
で
す
よ
」「
せ
っ
か
く
の

機
会
な
の
に
も
っ
た
い
な
い
」
な

ど
と
、
言
葉
巧
み
に
誘
い
出
し
ま

す
。
相
手
が
こ
の
時
点
で
、
勧
誘

が
目
的
だ
と
言
う
は
ず
は
あ
り
ま

せ
ん
。
悪
質
商
法
に
つ
な
が
る
勧

誘
だ
と
早
め
に
気
付
く
こ
と
、
そ

し
て
相
手
の
誘
い
に
は
一
切
応
じ

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

別
名
『
連
鎖
販
売
取
引
』。
マ

ル
チ
商
法
は
、
ネ
ズ
ミ
講
に
類
似

し
た
組
織
的
販
売
方
式
で
す
。
ま

ず
自
分
が
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
契

約
し
て
販
売
組
織
の
加
盟
者
（
会

員
）
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
知

り
合
い
な
ど
に
次
々
と
商
品
を
購

入
さ
せ
、
買
い
手
を
増
や
す
こ
と

に
よ
り
マ
ー
ジ
ン
（
利
益
）
が
得

ら
れ
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
マ

ル
チ
商
法
で
は
、
有
力
販
売
の
成

功
例
な
ど
を
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
聞

か
さ
れ
、
マ
ー
ジ
ン
と
い
う
利
益

を
目
的
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
販

売
活
動
に
の
め
り
込
む
人
も
。　

　

し
か
し
、
販
売
実
績
を
上
げ
よ

う
と
し
て
消
費
者
金
融
か
ら
多
額

の
借
金
を
負
い
多
重
債
務
に
な
っ

た
り
、
周
囲
の
人
間
関
係
に
悪
影

響
が
お
よ
ん
だ
り
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

マ
ル
チ
商
法
の
場
合
、
入
会
し

て
い
る
人
は
そ
の
組
織
に
の
め
り

込
ん
で
し
ま
っ
た
状
態
で
、「
怪

し
い
の
で
は
？
」
と
い
う
周
囲
の

意
見
に
も
耳
を
貸
さ
な
い
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
思
っ

た
ほ
ど
売
れ
ず
、
周
囲
を
強
引
に

勧
誘
す
る
こ
と
で
気
が
つ
か
な
い

う
ち
に
加
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
。
長
年
つ
き
あ
っ
て
き
た

友
人
や
家
族
か
ら
も
、
見
放
さ
れ

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

組
織
の
上
層
部
な
ど
、
本
当
に
ご

く
一
部
の
話
。
多
く
は
自
分
に
利

益
が
出
る
前
に
破
た
ん
す
る
か
、

利
益
が
出
て
も
自
分
が
勧
誘
し
た

人
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

　

友
人
な
ど
に
誘
わ
れ
て
も
、
お

金
と
友
情
は
別
も
の
だ
と
割
り
切

っ
て
断
っ
た
う
え
で
、
そ
の
人
に

も
や
め
る
よ
う
忠
告
す
る
勇
気
を

持
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

日
用
品
や
食
料
品
の
『
大
安
売

り
』
ま
た
は
『
○
○
説
明
会
』
な

ど
の
名
目
で
人
を
集
め
、
閉
め
切

っ
た
会
場
で
、
ま
ず
台
所
用
品
な

ど
を
無
料
同
然
で
配
り
ま
す
。「
も

ら
わ
な
け
れ
ば
損
、
買
わ
な
い
と

損
」
と
い
う
興
奮
状
態
に
さ
せ
て

お
き
、
最
終
的
に
高
額
な
商
品
を

売
り
つ
け
る
手
口
で
す
。
狙
わ
れ

る
の
は
主
に
高
齢
者
。
雰
囲
気
を

武
器
と
し
て
い
る
商
法
な
の
で
、

会
場
に
行
か
な
い
こ
と
が
一
番
の

防
衛
策
。

　

商
品
を
一
方
的
に
送
り
つ
け
、

消
費
者
に
代
金
を
請
求
す
る
販
売

方
法
で
、
代
金
引
換
便
を
悪
用
す

る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
は
商
品
を
受
け
取
っ
た
以

上
、
支
払
う
義
務
が
あ
る
と
思
い

が
ち
で
す
が
、
契
約
が
成
立
し
て

い
な
い
の
で
代
金
を
支
払
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

品
物
が
届
い
た
ら
、
そ
の
場
で

す
ぐ
に
受
け
取
ら
ず
、
家
族
な
ど

に
注
文
し
た
か
確
認
し
て
か
ら
対

応
し
ま
し
ょ
う
。

　　
『
在
宅
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
で
高

収
入
を
』『
技
術
・
資
格
を
身
に

つ
け
て
在
宅
ワ
ー
ク
』
等
と
言
っ

て
内
職
や
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
仕
事

を
紹
介
す
る
よ
う
に
見
せ
か
け
、

実
際
は
高
額
な
商
品
や
資
格
講
座

を
契
約
さ
せ
ま
す
。「
収
入
の
条

件
が
当
初
の
説
明
と
は
違
っ
て
い

る
」「
仕
事
が
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ

れ
な
い
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
仕

事
を
紹
介
す
る
前
に
、
高
額
な
金

銭
負
担
を
要
求
す
る
業
者
に
は
、

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　

何
よ
り
も
仕
事
を
始
め
る
に
当

た
っ
て
、
商
品
を
購
入
す
る
こ
と

が
条
件
で
あ
る
と
い
う
契
約
に
は

十
分
注
意
を
払
う
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、本
庁（
別
館
）・

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係
☎
㉓

１
１
１
１ 

内
線
２
５
５
１
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　今回紹介した悪質商法
などのほか、訪問販売や
電話勧誘販売などで商品
などを購入しても、契約
後の一定の期間であれ
ば、一方的に無条件で解
約ができます。これを『ク
ーリング・オフ』といい、消費者にもう一度
冷静に考える期間を与えようというものです。
クーリング・オフの方法については、本庁（別
館）・商工観光課で詳しく説明します。
　また、市では、消費生活に関するトラブル
や多重債務などの相談に専門的に対応するた
め、同課に消費生活相談員を配置しています。
相談は無料です。お気軽にご相談ください。

　

５
月
は
消
費
者
月
間
。
今
年
は
「
消
費
者
新
時
代　

消
費
者

が
主
役
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

　

市
で
は
、
本
庁
（
別
館
）・
商
工
観
光
課
に
消
費
生
活
相
談

員
を
配
置
し
、
商
品
購
入
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
る

人
や
消
費
者
金
融
会
社
な
ど
か
ら
多
額
の
借
金
を
か
か
え
て
悩

ん
で
い
る
人
に
対
し
て
、
問
題
解
決
に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
知
っ
て
お
き
た
い
悪
質
商
法
の
手
口
と
対
策
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ひとりで悩まないで、相談してください！

困
っ
た

困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

商
品
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重
債
務
な
ど
で■相談日時＝月曜日～金曜日（祝日を除く）

　　　　　　午前８時30分から午後５時まで
※月・水・金曜日は消費生活相談員が、火・木曜日
は市の担当職員が相談に応じます。
■相談窓口＝本庁（別館）・商工観光課
※牛深支所・産業振興課、その他の支所・産業建設
課でも相談を受け付けています。
■相談電話＝☎326787（直通）
※来庁して相談したい場合は、事前にご連絡ください。
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市消費生活相談員

橋野 君佳
はしの きみか

悪
質
商
法
①

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
商
法

　
　
　
　
　

悪
質
商
法
③

S
F
商
法
（
催
眠
商
法
）

　
　
　
　
　

悪
質
商
法
②

マ
ル
チ
商
法

　
　
　
　
　

相
談
事
例
③

《
対
策
》

《
対
策
》

【
手
口
】

【
手
口
】

【
参
考
】

【
参
考
】

【
参
考
】

悪
質
商
法
④

送
り
つ
け
商
法

　
　
　
　
　

悪
質
商
法
⑤

内
職
・
モ
ニ
タ
ー
商
法

　
　
　
　
　



　

市
で
は
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護
予
防
事
業
の
一
環

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
地
域
貢
献
や
社
会

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
自
身
の
介
護
予
防
を
推

進
し
、
よ
り
元
気
に
い
き
い
き
と
し
た
地
域
社
会
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
に
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
開
始
し

ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
行
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
、
年
度
ご
と
に
１
人
あ
た
り
最
高
5
、

０
０
０
円
の
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
転
換
交
付
金
ま

た
は
特
産
物
な
ど
を
交
付
し
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
同
事
業
の
登
録
方
法
の
流
れ
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
の

う
ち
、
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険

者
（
65
歳
以
上
の
人
）
で
介
護
保

険
要
支
援
認
定
者
ま
た
は
要
介
護

認
定
者
で
な
い
人
。

▼
申
込
方
法
＝
市
社
会
福
祉
協
議
会

各
支
所
へ
、
介
護
保
険
証
と
印
鑑

を
持
参
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
が
始
ま
り
ま
す

①
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
参
加

支
援
補
助
。

②
お
茶
出
し
、
配
膳
、
下
膳
な
ど
の

補
助
。

③
話
し
相
手
。

④
誕
生
会
な
ど
の
行
事
の
会
場
設

営
・
補
助
。

⑤
草
取
り
、
洗
濯
物
の
整
理
な
ど
施

設
職
員
と
と
も
に
行
う
軽
微
か
つ

補
助
的
な
活
動
。

　

活
動
場
所
は
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
受
け
入
れ
機
関
と
し
て
市
に
登

録
さ
れ
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
介
護
保
険
施
設
等
で
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
活
動
内
容
や
時
間

な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
受
け
入
れ
機

関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
本
庁
・
高
齢
者

支
援
課
地
域
支
援
係
☎
㉓
１
１
１

１
内
線
１
１
９
6
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

□評価ポイントとは・・・

　

４
月
13
日
、
市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄

関
前
で
、
市
民
や
関
係
者
ら
が
見
守
る

中
、
第
81
回
・
米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
外
国

語
映
画
賞
を
受
賞
し
た
映
画
「
お
く
り

び
と
」
の
脚
本
を
手
が
け
ら
れ
た
、
本

市
出
身
の
小
山
薫
堂
さ
ん
に
、
天
草
市

で
初
と
な
る
「
市
民
栄
誉
賞
」
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

授
与
式
で
安
田
市
長
が
「
天
草
に
生

ま
れ
育
ち
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
さ

れ
た
こ
と
は
、
市
民
は
も
と
よ
り
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
」

な
ど
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
小
山
さ
ん
は
「
自
分
が
持
っ
て
い

る
優
し
さ
は
、
天
草
の
地
で
育
ま
れ
た

も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
天

草
の
す
ば
ら
し
さ
を
発
信
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
」
と
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
山
さ
ん
は
式
典
の
あ
と
の
記
者
会

見
で
「
映
画
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
出
て
く

る〝
た
こ
〞は
天
草
を
意
識
し
て
書
い
て

い
る
」
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
。
そ
の

後
、
母
校
の
本
渡
中
学
校
へ
移
動
し
、

生
徒
た
ち
と
一
緒
に
市
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
制
定
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
あ
こ
う

の
木
」
の
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
校
で
講
演
を
行
い
、「
こ

れ
か
ら
い
ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

目
標
を
見
つ
け
て
努
力
す
る
こ
と
や
意

識
す
る
こ
と
。
夢
を
抱
く
こ
と
が
大
切

で
、必
ず
人
生
は
そ
の
方
向
に
近
づ
く
。

今
の
失
敗
が
後
で
最
高
の
結
末
に
つ
な

が
る
」
な
ど
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

映画「おくりびと」の脚本を手がけた

小山薫堂さん  天草に凱旋
～天草市民栄誉賞を受賞～

▲安田市長（左）から記念の盾が贈られました

▲本渡中学校で市の木「あこうの木」を植樹

が　い　せ　んく　ん　ど　う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

主
な
活
動
の
内
容

1ボランティア登録
　市社会福祉協議会（管理機関）で登録し、ボ
ランティア手帳を受け取る（５月７日から
登録開始）。

□登録から交付金を受け取るまでの流れ

ポイント協力事業者説明会を開催します
　ポイントと交換する品物を、カタログに掲載の
ご協力をいただける事業者の説明会を開催します。
●対　象＝平成22年４月のポイント交換時期に
確実に品物の納品ができる事業者

●と　き＝５月11日㊊ 午後２時から
●ところ＝天草消防本部・３階コミュニティ室（市
役所本庁舎となり）

2ボランティア活動
　市社会福祉協議会で、ボランティア活動を行
う受け入れ機関（施設など）の紹介を受け、
受け入れ機関と登録者が直接活動内容を調
整し、ボランティア活動をする。

⬇

3手帳にスタンプを押してもらう
　受け入れ機関でボランティア活動をしたら手
帳に「活動確認スタンプ」（活動１時間につ
き１スタンプ、１日最高２スタンプまで）
を押してもらう。

4評価ポイント活用の申請
　評価ポイントを活用し交付金や特産物などの
品物を受け取るには、市社会福祉協議会各支
所に「評価ポイント活用申出書」に手帳を添
えて提出する。

5ポイントに応じて交付金などの交付
　4の申請に基づき、評価ポイントに応じて交
付金や特産物などが交付（ただし、介護保
険料の未納がある場合は交付金などが支給
されません）。

活
動
場
所

　ボランティア活動で得た確認スタンプの数によ
って交換できるポイントです。
■交換できるスタンプの個数
●10～19個＝1,000ポイント（1,000円相当）
●20～29個＝2,000ポイント（2,000円相当）
●30～39個＝3,000ポイント（3,000円相当）
●40～49個＝4,000ポイント（4,000円相当）
●50個以上  ＝5,000ポイント（5,000円相当）
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ふるさとに思いを込めて絵馬づくり
～島子地区振興会思い出づくり事業～

　今春、高校を卒業した島子小の同窓生17人が３月15日、
島子公民館でふるさと“島子”への思いを絵馬に書き込みま
した。これは、就職や進学などで故郷を離れる卒業生に、
ふるさとへの思いを残してもらおうと同地区振興会が昨年
度から実施しているものです。当日は、卒業生１人ひとり
が絵馬を製作し、「島子ってよかっばなん」などとふるさ
とへの思いを記しました。絵馬は、お盆やお正月などの帰
省シーズンに同公民館前のフェンスに掲示されます。

日ごろの感謝の気持ちを届けたい
～栖本中学校「花のまごころ便」～

　３月19日、栖本中学校の生徒が手塩にかけて育てたパ
ンジー（プランター８基）を、栖本支所に贈りました。こ
れは、生徒会を中心に日ごろからお世話になっている人た
ちに、「花のまごころ便」と命名し感謝の気持ちを贈ると
いうものです。
　当日は、同校を代表して４人が栖本支所を訪れ、「大切
に育てた花です。大事にしていただけたらうれしいです。」
と、はにかんだようすで語っていました。

国土交通大臣賞を受賞！
～マイタウンマップ・コンクール受賞報告～
　３月14日、東京で開かれた「平成20年度マイタウンマ
ップ・コンクール」で枦宇土小学校６年生が作ったホーム
ページ（ＨＰ）「未来へ伝えよう枦宇土の自然・伝統・文化」
が国土交通大臣賞を受賞しました。これは、地域の祭りや
伝統文化、絶景スポットなどをＨＰ形式で紹介するもので、
「地域をていねいに調べている」とその取り組みが高く評
価されました。亀子誠陽くんは「このＨＰがいろんな所に
伝わればいいと思う」と話していました。

▲ふるさと“島子”への思いを絵馬に書いた同窓生

▲「大事にしてください」と手渡す生徒たち

▲市長へ受賞報告に訪れた枦宇土小６年生の皆さん
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３/15
有 明

「シルバー消太賞」に輝く
～牛深少年消防クラブ～

　３月27日、牛深少年消防クラブ（委員長・五十嵐 菖さん）
が全国の優秀な少年消防クラブに贈られる「シルバー消太
賞」を受賞しました。同クラブは昭和56年に牛深小学校
に創設されており、今回の受賞は救命法の研修や地域住民
への広報活動など、地域に密着した活発な活動が評価され
たものです。
　同クラブの副委員長、松本美海さんは「貴重な体験がで
きた」と喜んでいました。 ▲牛深少年消防クラブ（４・５・６年生）の皆さん

3/27
牛 深

▲横浦島１周コースを元気に歩く参加者たち

4/6 天草の農・漁業を体験
～春休み子ども自然学校～

　３月25日から同28日まで、新和みどりの村で「春休み
子ども自然学校」が開かれました。今回は、県内外から小
学生16人が参加。中田地区ではトラフグやマダイの養殖
場でえさやりを体験し、威勢よく水しぶきを上げてえさを
食べる光景に歓声をあげていました。また、地元の方の手
ほどきを受けながら、田植えやアオサ採り、竹の子掘りな
どに挑戦。参加した子どもたちは、豊かな自然に触れ春休
みの楽しいひとときを過ごしました。 ▲養殖場でのえさやり体験をする参加者

3/25
新 和

3/19
栖 本

3/26
本 渡

みんなで楽しくウォーキング！
～御所浦北地区ウォーキング大会～

　３月29日、「御所浦北地区ウォーキング大会」が横浦島
で開催されました。これは、御所浦北地区振興会が健康増
進と地域内の交流を目的に開催しているもので、当日は肌
寒い中にもかかわらず約100人が参加し、１周約５㎞の横
浦島一周など４つあるコースの中から１つを選び、元気に
ウォーキングを楽しみました。終了後には賞品が当たる抽
選会やぜんざいを食べ、春の息吹を感じながら楽しいひと
ときを過ごしました。

3/29
御所浦

髙原康幸さんが全国優勝！
～全国高校ウエイトリフティング選抜大会～
　３月28日、石川県金沢市総合体育館で開催された「第
24回全国高校ウエイトリフティング選抜大会」の男子
77kg級に出場した、天草高校天草西校３年の髙原康幸さ
んが見事優勝しました。
　髙原さんは、自己記録を更新しての優勝で「今までの練
習で自信がつき、大会に気負うことなく臨めました。まだ
まだ力をつけ、昨年３位だった全国高校総体（インターハ
イ）でも優勝します」と語っていました。▲114㎏のバーベルを持ち上げる髙原さん

3/28
天 草

せいや

あまね

み　み



春の息吹を感じながら天草最高峰へ
～倉岳ウォークラリー～

　４月５日、10回目となる「倉岳ウォークラリー」が開
催され、町内外から約290名が参加しました。倉岳小学校
をスタートし、棚底の石垣群やコグリ、田植えに備えきれ
いに管理された棚田や約300本の桜を眺めながら天草最高
峰“倉岳”までの8.5㎞を、天草や倉岳に関するクイズなど
を楽しみながら歩きました。山頂では、地元で捕れたイノ
シシを使ったシシ汁などが振る舞われたほか、お楽しみ抽
選会なども行われ楽しいひとときを過ごしていました。

農林水産物直売所がオープン！
～「天草とれたて市場」落成式～

　４月４日、瀬戸町に農林水産物直売所「天草とれたて市
場」がオープンしました。この直売所は、ＪＡ本渡五和と
ＪＡあまくさが共同出資して設立したＪＡ直売天草が運営
し、農林水産物直売所としては、市内はもとより、県内で
も最大級の店舗面積があります。落成式典では、ＪＡ直売
天草・川口代表取締役社長が「天草を全国に発信する拠点
にしたい」と話されました。当日は、新鮮な野菜などを求
めて、たくさんの買い物客でにぎわいました。

８つの商工会がひとつに！
～「天草市商工会」開所式～

　４月１日、本市の旧８町の商工会が合併した「天草市商
工会」の開所式が、天草市商工会館（旧五和町商工会館）
で役員など約80人が参加して行われました。同商工会は、
平成19年７月に合併協議会を設置し、名称などの協議を
行ってきました。各旧商工会（有明・御所浦・倉岳・栖本・
新和・五和・天草・河浦）に支所を置き、会員数は1,238人。
﨑本会長は「心機一転、地域に貢献できるよう運営や業務
にまい進していきたい」と抱負を述べられました。

安心・安全な天草市へ！
～災害時応援協定等合同調印式～

　４月６日、天草コミュニティ防災センターで「災害時応
援協定等合同調印式」がありました。この協定は、市が大
規模災害に見舞われたときに、物資の供給や災害情報の相
互提供を行うもので、市と商工会議所など計８団体との間
で結ばれました。安田市長は「市民の生命・財産の確保と
いう点で今回の協定は心強い」と話し、協定を結んだ本渡
商工会議所・錦戸会頭は「協定の理念、趣旨のもとで実効
性あるものとなるよう努力したい」と述べられました。

戦没者を慰霊し、世界の恒久平和を願う
～天草戦没者追悼式～

　４月４日、戦争で尊い命をなくされた天草島内の戦没者
の霊を慰めるために、天草市・上天草市・苓北町の２市１
町合同による「第４回天草戦没者追悼式」が天草市民セン
ターでしめやかに行われました。
　追悼式には、戦没者の遺族など約400人が参列。戦没者
之霊位に献花を行い、亡くなられた人たちに冥福をお祈り
するとともに、二度と悲しみの歴史を繰り返すことのない
よう、世界の恒久平和を祈念しました。

観光クルーズを兼ねた定期船登場！
～天草宝島ライン就航式～

　４月１日、マリンビューに代わる定期航路として、㈱シ
ークルーズが運航する定期船の就航式が本渡港で行われま
した。神事のあと、瀬崎秀輝社長が「高速船休止という事
態だからこそ、何とか天草に貢献したかった」とあいさつ。
最初の乗客となった神奈川県在住の浅野淳一さんは「昨年、
観光でイルカウォッチングを体験してとても感動した。天
草は都会にない自然がありとてもいいところ。次は、家族
全員で訪れたい」と話していました。
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▲桜ロードの満開の花や山菜狩りで春を満喫

▲開所を記念してテープカット

▲安心・安全な天草市の実現へ向け固い握手

▲たくさんの買い物客でにぎわう店内

4/4
本 渡

4/5
倉 岳

待望の橋の完成を祝う
～一町田橋完成式～

　３月29日、一町田地区の中心に架かる一町田橋の完成
式が行われました。同橋は、６年前に危険箇所が判明し通
行止めになっていたもので、４月１日の開通に先立ち実施
されました。神事のあと、参加した地区住民約200人が新
しい橋の渡り初めを行いました。同地区の倉田清美さんは
「橋が通れなくなって、買い物やお墓参り、隣の病院に行
くのも回り道をしていました。立派な橋ができあがって本
当によかったです」と語っていました。

3/29
河 浦

▲完成した橋の渡り初めを行う地区住民の皆さん▲三角港に向けて出港する「マリソル号」

事故のない明るい地域を目ざして
～春の全国交通安全運動出発式～

　４月６日、五和地域交流センターおおくすで「春の全国
交通安全運動出発式」が56団体、約200人が参加して行
われました。オープニングでは、交通安全を願って鬼の城
パーカッションキッズによる太鼓演奏が披露されました。
　また、式典では新入学児童に黄色い帽子や傘、ランドセ
ルカバーなどが贈られ、式典終了後には、パトカーを先導
におおくすから五和支所までパレードを実施し交通事故防
止を呼びかけました。▲鬼の城パーカッションキッズの演奏のようす

4/6
五 和

▲戦没者の慰霊と平和を願い献花



　しろはと保育園（部家浩一園長・全園児
69人）では、恵まれた自然環境の中で、
遊びを基本にのびのびと元気な身体の発達
と心豊かな明るい子どもを目ざして、さま
ざまな活動に取り組んでいます。海や川遊
び・山遊び・野菜作りなど自然に多く触れ、
楽しい経験の中で、豊かな感性や判断力の
育ちを身体で感じることで学んでいます。
また、縦割り保育（週に１日）の経験をす
ることで、小さな子どもへの思いやりやか
わいいと感じる愛情も育っています（年長
組になったら！という期待感にもつながっ
ています）。
　４月から新園舎に移り大喜びで、のびの
びと元気な“しろはとっ子”です。

　

４
月
４
日
、Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
、Ｊ

Ａ
本
渡
五
和
の
共
同
に
よ
る
農
林

水
産
物
直
売
所
「
天
草
と
れ
た
て

市
場
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
連
日
、

大
勢
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

地
元
の
農
家
で
作
ら
れ
た
新
鮮

な
農
産
物
を
地
元
で
消
費
す
る
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
「
地
産

地
消
」
と
言
い
ま
す
。
生
産
者
の

顔
が
見
え
、
何
よ
り
安
心
・
安
全

が
大
き
な
魅
力
で
、
物
産
館
な
ど

の
直
売
所
と
と
も
に
、
学
校
給
食

で
の
取
り
組
み
が
、
地
産
地
消
の

大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
分
県
の
臼
杵
市
で
は
、
学
校

給
食
に
使
う
野
菜
畑
を「
給
食
畑
」

と
呼
ん
で
、
地
産
地
消
に
取
り
組

ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
一
方
、
本

市
の
学
校
給
食
で
は
、
お
米
は
93

％
が
地
元
産
で
す
が
、
野
菜
な
ど

は
29
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
今

年
度
か
ら
、Ｊ
Ａ
や
消
費
者
、
学

校
給
食
関
係
者
な
ど
の
皆
さ
ん
に

よ
る
協
議
会
を
設
置
し
て
、
検
討

を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

学
校
給
食
で
は
安
定
的
に
供
給

で
き
る
こ
と
、
調
理
の
た
め
大
き

さ
が
整
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
難
し

い
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
が
、
地
元
の
農
業
の
こ
と
を

知
り
、
学
ん
で
、
お
い
し
く
給
食

を
食
べ
て
い
る
姿
を
思
い
描
き
、

学
校
給
食
の
地
産
地
消
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

のびのび元気なしろはとっ子に！

しろはと保育園（牛深町）　

　

こ
ん
に
ち
は
、
枦
宇
土
保
育
園

（
全
園
児
64
人
）
の
園
長
の
脇
山

浩
司
で
す
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
園

舎
の
ま
わ
り
の
田
ん
ぼ
で
は
、
荒

か
き
も
終
わ
り
、
カ
エ
ル
の
大
合

唱
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
園
で
は
テ
レ
ビ
を
置

か
な
い
代
わ
り
に
、
お
昼
寝
前
の

時
間
に
優
れ
た
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
絵
本
も
食

べ
物
と
同
じ
で
、
優
れ
た
も
の
と

そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

優
れ
た
絵
本
は
、
子
ど
も
の
心
に

く
め
ど
も
尽
き
な
い
喜
び
と
生
き

る
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。「
お

く
り
び
と
」の
小
山
薫
堂
さ
ん
は
、

子
ど
も
の
こ
ろ
、自
転
車
に
乗
り
、

天
草
の
自
然
を
満
喫
し
て
育
っ
た

そ
う
で
す
。
あ
ん
な
に
も
自
分
の

ふ
る
さ
と
を
愛
し
て
い
る
彼
の
よ

う
に
、
今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
育

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

自
分
の
ふ
る
さ
と
を
　
　

　
　
　
愛
せ
る
子
ど
も
に

枦
宇
土
保
育
園（
枦
宇
土
町
）

　ぼくたちの学校は、一町田小学校第一分
校です。天草では、ただひとつの分校だそ
うです。１年生５人、２年生４人、３年生
２人の11人でがんばっています。
　第一分校には、ここでしかあじわえない
楽しいことがたくさんあります。５月には、
本校（一町田小学校）の３年生をしょうた
いして、小運動会をします。みんなでダン
スやリレーをがんばります。夏休みには、
お泊まりキャンプがあります。花火をした
り、きもだめしをしたりして、とても楽し
いです。１月には、もちやき大会をします。
おなかいっぱいおもちを食べられます。
　みなさんも、ぜひ分校に遊びにきてくだ
さい。

一町田小学校第一分校（河浦町）
3年　坂井 祐斗

　

分校は楽しいですよ！

　

本
町
中
学
校
は
、
生
徒
数
63
人

で
開
校
63
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

緑
に
囲
ま
れ
た
木
造
校
舎
で
、
毎

日
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。
先
輩
・
後
輩
関
係
な
く

仲
が
よ
く
、
学
校
行
事
や
部
活
動

も
協
力
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
天
草
養
護
学
校
と
の
交

流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
盛
ん

で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
も
深
く
関

わ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
こ
と
で
す
が
、
来
年
３

月
を
も
っ
て
本
校
は
閉
校
し
、
本

渡
中
、佐
伊
津
中
と
統
合
し
ま
す
。

母
校
が
な
く
な
る
の
は
、
寂
し
い

こ
と
で
す
が
、
最
後
の
１
年
を
有

終
の
美
で
飾
れ
る
よ
う
、
ま
た
、

本
町
中
の
生
徒
で
あ
っ
た
こ
と
を

誇
り
に
思
え
る
よ
う
「
心
一
つ
」

に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
本
町
中
学
校（
本
町
）

　
　
　
　
3
年　

岡
部 

有
哉

「
有
終
の
美
を
飾
る
」

　御所浦地区で家業のぶっきん（トラフグ）な
どの養殖をしています。趣味は、ゴルフと釣り。
ゴルフは、月に最低１回はラウンドしていて、
ストレス発散になります。釣りは、今の季節、
タイをよく釣っています。大物が釣れたときの
感触は格別です。昨年は、９㎏のタイが釣れた
ので、今年はそれ以上の大物を目ざします。

̶̶ 毎日の楽しみは？
　弓道のことを考えるこ
とです。今でも週に３回、
中央公民館で行われる四

半的の練習に参加していて、自宅から公民館まで（片
道約７㎞）は自転車で毎回通っています。
̶̶ 健康の秘訣は？
　毎日１時間のウォーキングを心がけています。１分
間に120歩を意識しながらやっていて、家族も追いつ
けないほどです。
　年々体力は衰えてきていますが、今の生活リズムを
維持しながら100歳を目ざしてがんばります。

う
す
き

し

はんまと
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鶴岡豊大 さん（御所浦町御所浦・29歳）

澤田道信 さん
（楠浦町・98歳）

絵本を読む先生の話を熱心に聞き入る園児“有終の美”を飾れるようにがんばります！“有終の美”を飾れるようにがんばります！

仲良く元気に遊ぶ全児童

とよ　 ひろ

ゆう  と

へ　や こういち

ゆ
う
さ
い

こ
う
じ

みち　 のぶ

天
草
市
長  

安
田
公
寛

進
め
た
い

　
学
校
給
食
の
地
産
地
消

元気に遊ぶ年長組みの子どもたち



地
域
財
産
を
い
か
し
た
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

一
町
田
地
区
振
興
会
（
宮
本
春
志
会
長
）

　

河
浦
町
の
一
町
田
地
区
振
興
会

で
は
、
コ
レ
ジ
ヨ
公
園
一
帯
が
桜

や
ツ
ツ
ジ
、
菜
の
花
の
美
し
い
三

重
奏
で
彩
ら
れ
る
こ
の
時
期
に

「
一
町
田
さ
く
ら
ま
つ
り
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
第
１
回
青
少
年
音

楽
祭
」
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の

演
奏
会
や
商
工
会
、
地
区
女
性
部

の
バ
ザ
ー
の
ほ
か
河
浦
高
校
の
生

徒
に
よ
る
苗
物
販
売
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
本
年
度
は
、
さ
ら
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
も
実
施

し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
参

加
で
き
る
よ
う
な
幅
広
い
取
り
組

み
に
発
展
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
に
行
わ
れ
る
市
の
無

形
民
俗
文
化
財
「
虫
追
い
祭
り
」

で
は
、
虫
追
い
旗
を
使
っ
て
の
演

技
や
競
技
も
行
っ
て
い
ま
す
。
県

内
外
か
ら
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が

訪
れ
、
平
成
19
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

は
、
年
々
応
募
者
も
増
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
古
楽
器
を
使
っ
た
演
奏

会
や
地
域
の
特
色
を
い
か
し
た
商

品
開
発
に
も
取
り
組
み
、
地
区
内

外
の
人
々
に
さ
ら
に
見
て
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
活
動
を
目
ざ
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。　

地 域 づ く り
コ ー ナ ー

▲青少年音楽祭で演奏する河浦中吹奏楽部
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今月で

川口 紗也 ちゃん

父・拓也さん
母・真由美さん

本渡町本渡

松川 鈴奈 ちゃん

父・敏史さん
母・里美さん

楠浦町

山田 心彩 ちゃん

父・大樹さん
母・孝子さん

川原新町

林　光里 ちゃん

父・浩一さん
母・真希さん

本渡町本渡

濱﨑 明音 ちゃん

父・研吾さん
母・幸美さん

有明町大浦

原田 夢叶 ちゃん

父・裕介さん
母・美香さん

志柿町

松元 魁汰 くん

父・和敏さん
母・まきさん

東町

鬼塚 浩誠くん

父・俊行さん
母・恵子さん

楠浦町

６月で満１歳になるお子さんを募集します！
●応募期限＝５月11日㊊まで（必着）。
●応募方法＝写真裏にお子さんの住所、氏名（ふり
がな）、生年月日、性別、電話番号、コメント
（30字以内）、保護者名（父・母）を記入し、〒

863-8631（住所記載不要）天草市役所秘書課へ
郵送または持参してください。なお、写真はお子
さんが大きく、鮮明に写っているものをお願いし
ます。また、写真の掲載は９人まで（応募者多数
の場合は抽選）とし、応募写真は返却しません。

永田 敬照 くん・凌誠くん

父・彰さん　母・依保さん　
浜崎町

けいしょう

双子なのに性格が正反対な２人
です。仲良く育ってください。

いつも笑顔で、元気いっぱい！！
大きな声だって出せるよー。

いつもにこにこ元気！あいかお姉
ちゃんに負けないよう育ってね♡

いちごにアイス、ごはんが大好き
です。元気に育ってねッ♡

いつもニコニコ、力持ちの光里で
す。元気いっぱい大きくな～れ♪

あかり姉ちゃん大好き！！これから
もいっぱい遊ぼうネ♡

たっちが上手になったよ。いつも
兄ちゃんの後ろをついて行くよ♡

寛人兄ちゃんが大好きです！！

一華姉ちゃん、これからも仲良く
してね！！大～好き♡♡

さ　や

す ず な

は
る
し

こ こ ろ

ひ か り

あ か ね

ゆ め か

か い た

こ う せ い

▲美しいアーチを描く
　　　　　県重要文化財の「楠浦の眼鏡橋」

　この橋は、楠浦～宮地往還を結ぶために方
原川に架けられたもので、明治11年（1878年）
６月11日に起工、同年８月29日に完成しまし
た。発起人である楠浦村庄屋・宗像堅固氏は、
江戸時代における楠浦村最後の庄屋役であ
り、この橋は釜の迫の堀切とともに、宗像氏
の遺徳を後世に伝える二大事業の一つとされ
ています。
　石材には国指定重要文化財の祇園橋（船之
尾町）と同様、下浦石が使用され、石工は下
浦の松次、打田の紋次、足場枠組大工は和田

茂七が携わったといわれています。橋全長
26.33ｍ、橋幅3.1ｍの優美な単一アーチの石橋
で、全体的に壁石が薄く、アーチ中央部が輪
石のみで構成されているのが特徴です。その
姿は当時の美しさを現在もよくとどめており、
平成18年に県の重要文化財に指定されました。

「楠浦の眼鏡橋」（楠浦町）

むなかた

ほう

ばる

けん ご

りょうせい

　

新
和
町
の
中
田
地
区
で
タ
イ
や

ブ
リ
な
ど
の
養
殖
業
を
両
親
と
共

に
営
ん
で
お
り
、
祖
父
の
代
か
ら

続
い
て
い
て
３
代
目
に
な
る
。

　

竹
本
さ
ん
は
、
高
校
を
卒
業
後

迷
わ
ず
に
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
。

「
ひ
た
む
き
に
取
り
組
ん
で
い
る

両
親
の
姿
を
見
て
、
家
業
を
継
ご

う
と
決
心
し
た
」
と
話
す
。

　

養
殖
業
は
、
天
候
な
ど
の
自
然

環
境
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
近
年

は
赤
潮
の
発
生
も
多
い
。
昨
年
は

御
所
浦
や
上
天
草
の
龍
ヶ
岳
で
赤

潮
が
発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
受

け
た
。
竹
本
さ
ん
の
養
殖
い
か
だ

で
も
、
過
去
に
せ
っ
か
く
育
て
た

魚
が
全
滅
し
た
こ
と
が
あ
り
、
赤

潮
が
、
い
つ
自
分
の
と
こ
ろ
で
発

生
す
る
か
、
常
に
不
安
と
隣
り
あ

わ
せ
で
仕
事
し
て
い
る
。
そ
れ
で

も
「
育
て
て
い
く
中
で
、
自
分
が

思
う
よ
う
に
魚
が
成
長
し
た
と
き

が
、
や
り
が
い
を
一
番
感
じ
る
」

と
話
す
。

　

養
殖
の
技
術
は
か
な
り
進
歩
し

て
お
り
品
質
は
向
上
し
て
い
る
も

の
の
、
依
然
と
し
て
買
い
手
側
と

の
取
引
価
格
は
安
く
、
生
産
者
よ

り
買
い
手
側
の
方
が
強
い
こ
と
を

嘆
く
が
、
一
番
の
心
配
は
、
不
景

気
に
よ
り
魚
の
消
費
量
が
激
減
し

て
い
る
こ
と
。「
魚
の
良
さ
を
知

っ
て
も
ら
い
、
一
人
で
も
多
く
の

人
に
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
魚
を
食

べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
訴
え
る
。

　

県
内
の
養
殖
業
者
が
全
盛
期
に

比
べ
半
分
近
く
に
減
っ
て
お
り
、

「
こ
の
ま
ま
で
は
10
年
後
は
も
っ

と
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
」
と
心
配
す
る
。
竹
本
さ
ん
自

身
、
養
殖
だ
け
で
な
く
、
漁
に
出

る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
両

親
の
姿
を
見
て
は
じ
め
た
養
殖
の

仕
事
、そ
の
魅
力
も
知
っ
て
お
り
、

「
何
事
も
前
向
き
に
考
え
て
、
両

親
と
一
緒
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」と
力
強
く
語
っ
た
。

　

「両親と共に養殖業をしていきたい」

竹 本 健 吾 さん（新和町中田・29歳）
けんご
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わ
た
し
た
ち
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て

夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
天
草
市
と
な
る
こ
と
を
願
い
、

こ
こ
に
天
草
市
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一  

感
謝
の
心
を
も
ち
、
豊
か
な
「
し
ぜ
ん
」
を
守
り
ま
す

一  

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇
れ
る
「
ひ
と
」
を
育
て
ま
す

一  

恵
ま
れ
た
風
土
を
活
か
し
、「
も
の
づ
く
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はまぼう

【市の木】
あこうの木

【市の鳥】
かもめ

【市の魚】
鯛

市のシンボル

天草町
VoL.１

～さつまいもを使った「せんだご汁」～

さつまいも
さつまいもでんぷん
煮干
水
大根
にんじん
白菜
ごぼう
干ししいたけ
かまぼこ
鶏もも肉
油揚げ
小ねぎ
薄口しょうゆ
塩

・・・・・・・・・ １００g
・・・ １００g

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 適宜
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４カップ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８０g

・・・・・・・・・・・・・・・ ４０g
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８０g
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６０g

・・・・・・・・・ ２枚
・・・・・・・・・・・・・・・・ ３０g
・・・・・・・・・・・・・・・ ６０g

・・・・・・・・・・・・・・・・ 小１枚
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０g

・・・ 大さじ１
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 少量

　天草町では、戦前からさつまいもが
ほとんどの家庭で栽培され、大変貴重
な食べ物でした。さつまいもは色々な
加工品がありますが、天草町では「せ
んだご汁」が郷土料理として継承され
ています。寒い時期に旬の野菜を豊富
に使って煮込んだせんだご汁は、心身
ともにポカポカになり、子どもから高
齢者までとても人気があります。

①さつまいもは皮をむき、ひたひたの水を加えて
ゆでる。やわらかくなったらゆで汁をきり（捨
てずに取り置く）、熱いうちにつぶし、でんぷ
んを加える。ゆで汁でかたさを調節し、耳たぶ
くらいの固さによくこねて、棒状にまとめる。
②大根、にんじんはいちょう切り、白菜は３cm
幅のざく切りにする。ごぼうはささがきにして水
にさらす。戻した干ししいたけとかまぼこは薄く
切り、ねぎは小口切りにする。鶏もも肉は細か
く切り、油揚げは熱湯をかけて短冊切りにする。
③煮干でだしをとり、白菜以外の野菜を加える。煮
立ったら鶏肉、かまぼこ、油揚げを加えて調味する。
④野菜が煮えたら①の団子を１cm幅に切って
加える。団子が透き通ってきたら白菜を加え
てひと煮し、火を止める。
⑤盛り付けて小ねぎを乗せる。

地域に根ざす

材　料　（４人分） 作 　り　 方

編集後記

　人事異動で係に華のような女性
が来ました。いつものようにしゃ
べっていると、不思議そうに私を
見つめます。「何を話しているの
かわかりません？」とのこと。隣
国の人と思ったのでしょう、ショッ
クでした。もう一度「よくわかる
日本語講座」に挑戦しよう！【凡】

　先日行われたＷＢＣで日本が見
事に２連覇を達成。決勝戦でイチ
ロー選手が勝ち越しのヒットを打
ったとき、まるで用意されていた
ドラマのようでした。一方、私は
某ハンバーガー店がキャンペーン
をしているクリアファイル欲しさ
に店へ駆け込む日々でした。【走】

　新しいことに対する初めの一歩
を踏み出す瞬間、身体じゅうが大
きな期待と、それ以上の不安を抱
く感覚を久しぶりに味わっていま
す。シンプルさと適度なユーモア
を大事にしながら広報紙づくりに
がんばっていきます。皆さん、ど
うかよろしくお願いします。【素】

　この編集後記を、まさか自分が
書くことになるとは思ってもいま
せんでした。でも担当となったか
らには、本庁はもちろん各支所の
広報担当者と一丸になり、市民の
皆さんに親しまれる広報紙づくり
を目ざして精一杯がんばります。
どうぞよろしくお願いします。【葉】

ワールドベースボールクラシック

提供：市食生活改善推進員協議会
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